
平成１8年（２００6）8月 ２０

【文芸】短歌、俳句、川柳など

【作品】絵画、工芸品、町の風景写真など

●自作の未発表作品で、一人一作品とします。

●ギャラリーの作品については、その写真をお

送りください。

　（撮影が困難な場合は、ご連絡ください）

●住所・氏名・電話番号・作品の場合はタイト

ルを明記のうえ、お送りください。

※締め切り　掲載号の前月の末日（必着）

■問い合わせ・送り先

　〒７１６－８５０１（住所不要）

　高梁市役所企画課公聴広報係　��０２１０

　Eメール：kikaku@city.takahashi.okayama.jp

※応募多数の場合は、紙面に掲載できない場合

もありますので、あらかじめご了承ください。

※提供いただいた写真等は返却できません。

作品の募集について

「あさがお」絵手紙
三村 節子さん（伊賀町）

「這へば立て 立てば歩めの 親心」手芸
太田 政江さん（有漢町有漢）「わらじ」手芸

加藤 美津子さん（備中町布賀）

「鯉」切り絵
若原 愛子さん（高倉町田井）

誠蓮（マコトバス）
田中真治さん宅（川上町地頭）の水田

　７月上旬から花が咲き始め、８月中旬まで次々

と咲き続けます。花は早朝から咲き始め、昼ごろ

には閉じます。３日間開閉を繰り返し、４日目の

午後には全ての花弁が散ってしまいます。ハスの

根元にはカエルやドジョウも生息しています。花

を見ながら絵を書いたり、写真を撮ったり、歌を

詠んだりする人が訪れます。

「
阿
波
踊
り
」竹
細
工

川
上 

光
市
さ
ん（
成
羽
町
長
地
）



平成１8年（２００6）8月２１

保
郷
帳
」（
天
保
五
年
＝
一
八
三
四
）
に
は
「
高
山
村
」
七
六
〇
石
余
、

「
大
原
村
」
四
〇
石
余
、「
高
山
市
村
」
一
三
八
石
余
と
三
か
村
に
別
れ

て
い
ま
す
。
以
後
明
治
二
二
年
か
ら
昭
和
二
九
年
ま
で
再
び
「
高
山

村
」
と
な
り
、
昭
和
二
九
年
か
ら
川
上
町
の「
高
山
」・「
高
山
市
」
な
ど

の
大
字
名
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。「
高
山
村
」
は
畑
作
地
帯

で
水
田
率
は
幕
末
で
約
二
六
％
と
低
く
、
農
民
の
生
活
も
苦
し
く
、
年

貢
未
納
の
百
姓
が
続
出
、
そ
の
上
村
役
人
の
不
正
に
対
す
る
不
満
、
年

貢
の
軽
減
な
ど
を
求
め
て「
村
方
騒
動
」（「
川
上
町
史
」）が
各
地
で
起

こ
っ
て
い
る
の
で
す
。一
方
「
高
山
市
村
」
は
、
市
場
集
落
が
発
達
し
て

い
た
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
「
備
中
国
川
上
郡
領
家
村
明
細
帳
」

（「
川
上
町
史
」）
に
「
当
村
諸
用 
相 
調
   

者　

成
羽
町
高
山
市
村
ニ
而　

あ
い 

と
と
の
う

買
調
申
候
」
と
書
か
れ
、
当
時
か
ら
成
羽
と
高
山
市
が
商
業
の
中
心

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

　

高
山
市
か
ら
北
へ
権
現
谷
の
参
道
を
下
っ
て
い
く
と 
穴
門 
山
神
社

あ

な

と

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
本
殿
焼
失
し
た
た

め
同
一
四
年
松
山
藩
主
池
田
長
常
に
よ
っ
て
拝
殿
が
再
建
さ
れ
、
寛

文
九
年
（
一
六
六
九
）
水
谷
勝
宗
が
本
殿
を
再
建
寄
進
し
て
い
て
、

本
殿
は
県
指
定
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
弥
高
山

は
釣
鐘
状
の
残
丘
で
展
望
が
素
晴
ら
し
く
県
指
定
の
名
勝
に
な
っ
て

い
て
観
光
地
と
し
て
素
晴
ら
し
い
場
所
な
の
で
す
。ま
さ
に
「 
弥 
（
も
っ

い
や

と
も
、い
ち
ば
ん
）高
山
」な
の
で
す
。

　

「
高
山
」
と
い
う
地
名

は
各
地
に
見
ら
れ
「
神

山
」「
甲
山
」「
高
山
」「
向

山
」
な
ど
共
通
し
た
意
味

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

そ
の
地
域
で 
目  
立  
つ  
山 
が

● 

● 

● 

●

あ
れ
ば
「
神
の
山
」
だ
っ
た

し
、「
信
仰
の
山
」
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
う
い
う
山
は

神
秘
的
で
人
々
は
昔
か

ら
大
切
に
し
て
見
守
っ
て

き
ま
し
た
。「 
高  
山 
」
は

こ
う 

や
ま

背
後
に
あ
る
高
い
山
（
神

の
山
）
に
由
来
す
る
地
名

な
の
で
す
。

　

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

二
十
二　

高　

山

　

「 
高  
山 
」と
い
う
地
名
は
現
在
の
川
上
町「
高
山
」と「 
高  
山  
市 
」の
二

こ
う 

や
ま 

こ
う 

や
ま 

い
ち

つ
の
大
字
名
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。「
高
山
」
は
昔
の
「
高
山
村
」、
領

家
川
の
上
流
域
で
川
上
町
上
大
竹
の
北
方
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東

に
川
上
町
七
地
、西
に
川
上
町
大
原
や
「
高
山
市
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
付
近
は
海
抜
四
五
〇
ｍ
以
下
の
「
川
上
面
」
と
い
わ
れ
る

小
起
伏
の
地
形
が
広
が
る
地
域
で
、
山 
砂
利 
層
と
呼
ば
れ
る
礫
層

じ

ゃ

り

（「 
高  
瀬  
層 
」）
が
分
布
す
る
代
表
的
な
場
所
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

た
か 

せ 

そ
う

八
〇
〇
万
年
前
の 
玄  
武  
岩 
で
出
来
た 
残  
丘 
状
の 
須  
志  
山 （
五
二
二

げ
ん 

ぶ 

が
ん 

ざ
ん 

き
ゅ
う 

す 

し 

や
ま

ｍ
）が
そ
び
え
、
集
落
は
侵
食
さ
れ
た
小
起
伏
の
谷
の
斜
面
や
く
ぼ

地
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
に
あ
る「
高
山
市
」は
、
西
側
を
広
島
県
と
の
県
境
に
接
し
、

南
は
井
原
市
芳
井
町
東
三
原
に
接
し
て
い
ま
す
。「
高
山
市
」
付
近
は
、

標
高
五
五
〇
〜
六
〇
〇
ｍ
前
後
の
吉
備
高
原
面
の
占
め
る
地
域
で

「
高
山
市
」
の
集
落
の
東
に
は
、
玄
武
岩
の
残
丘
と
い
わ
れ
る
弥
高
山

（
六
五
四
ｍ
）
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。中
心
の
集
落
は
高
原
状
に
で
き
た

街
村
（
列
状
村
落
）を
形
成
し
て
い
て
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
の
頃
ま
で

栄
え
た
市
場
集
落
で
毎
月
五
の
日
に
開
か
れ
る 
三  
斎  
市 
と
し
て
に
ぎ

さ
ん 

さ
い 

い
ち

わ
い
ま
し
た
。特
に
穴
門
山
神
社
の
祭
礼
日
の
旧
暦
二
月
･
六
月
・
一

〇
月
の「 
巳 
の
日
の
市
」は
有
名
で
し
た
。「
高
山
市
」が
笠
岡
東
城
往
来

み

の
中
間
地
点
で
も
あ
り
、
成
羽
高
山
市
往
来
も
合
流
す
る
場
所
で
、
物

資
の
集
散
地
と
し
て
市
場
町
・
宿
場
町
と
し
て
、
穴
戸
山
神
社
の
門
前

町
と
し
て
栄
え
た
町
で
し
た
。
今
で
も
牛
市
場
の
跡
や 
博  
労 
座
の
跡
、

ば
く 

ろ
う

商
売
繁
盛
を
願
う
え
び
す
宮
、
上
市
や
中
町
な
ど
の
地
名
な
ど
昔
の

繁
栄
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

中
世
の
記
録
「
吉
備
津
宮 
流
鏑
馬 
料
足
納
帳
」（「
岡
山
県
古
文
書

や

ぶ

さ

め

集
」）
の
中
に
、「 
康  
正 
三
年
（
一
四
五
七
）
分 

こ
う 

し
ょ
う

 
流
鏑
馬 
料
足
之
事 

五

や

ぶ

さ

め

百
文 
 
こ  
う  
や  
ま 
直
納
」
と
書
か
れ
「
こ
う
や
ま
」
の
地
名
が
見
え
て
い

● 

● 

● 

●

ま
す
。
一
六
三
八
年
頃
の
寛
永
備
中
国
絵
図
に
「
高
山
村
高
五
八
〇

石
余
、う
ち
松
山
藩
領
一
〇
三
石
余
、山
崎
家
治
領
分
四
七
七
石
余
」

と
な
っ
て
い
て
松
山
藩
領
が
後
の「
高
山
市
村
」に
あ
た
り
、
山
崎
領
が

後
の
「
高
山
村
」
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
「
正
保
郷
帳
」（
一

六
四
五
〜
四
六
頃
）で「 
井  
戸  
高  
山 
村
」四
七
七
石
余
幕
府
領
。「
高
山

い 

ど 

こ
う 

や
ま

市
村
」
一
〇
三
石
余
と
二
つ
の
村
に
別
れ
、
江
戸
時
代
終
り
頃
の
「
天

高山市から弥高山方面を望む

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

恋
文
も
メ
ー
ル
で
済
む
世
の
味
気
な
さ
時
代
お
く
れ
の
我
ら
に
乾
杯

 

井
上　

明
彦
（
備
中
町
平
川
）

　

日
中
の
暑
さ
わ
す
れ
る
風
鈴
の
す
ず
や
か
な
音
が
風
を
も
て
く
る

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

忘
却
を
自
然
現
象
と
受
け
と
め
て
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
く
過
ご
さ
む

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

群
青
の
色
に
か
く
れ
て
紫
陽
花
の
ピ
ン
ク
は
そ
っ
と
そ
っ
と
顔
出
す

　
　
 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

星
の
郷
生
き
た
文
化
の
備
中
神
楽
洋
行
し
て
パ
リ
の
地
で
舞
う

 

下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

軒
下
に
て
る
� 
�
坊
主
風
に
ゆ
れ
ひ
孫
の
数
だ
け
残
し
て
去
り
ぬ

　
　
 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

友
の
弾
く
大
正
琴
の
指 
捌 
き
見
つ
つ
歌
ひ
ぬ
こ
こ
に
幸
さ
れ

さ
ば

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　
 
滾 
つ
瀬
に
白
波
た
て
て
成
羽
川
流
れ
て
水
は
淵
に 
淀 
み
ぬ

た
ぎ 

よ
ど

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

　

青
あ
ら
し
べ
に
う
つ
ぎ
咲
き
初
夏
の
花
風
に
ゆ
れ
て
て
お
と
め
の
姿

 

森 

 　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

梅
雨
明
け
の
涼
を
求
め
し
紺
屋
川 

妹
尾　

昌
美
（
東　
　

町
）

　
 
蜩 
の
鳴
く
声
あ
つ
し
熱
帯
夜 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

ひ
ぐ
ら
し

　

朝
ぎ
り
に
も
え
立
ち
い
る
や 
合  
歓 
の
花 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

ね 

む

川　

柳

　

酒
呑
ん
で
腹
を
す
え
れ
ば
敵
は
な
し 

亀
川　
　

巍
（
川
上
町
七
地
）

　

一
ゲ
ー
ト
や
っ
と
通
れ
ば
あ
と
五
分 

川
上　

和
正
（
川
上
町
七
地
）

　

や
れ
朝
だ
出
来
る
事
か
ら
先
づ
一
歩 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

腹
の
中
云
わ
ず
が
ま
ん
で
え
び
す
顔 

三
笘　

久
子
（
川
上
町
七
地
）

　

わ
ず
か
で
も
安
い
チ
ラ
シ
に
足
が
向
き　
　

吉
岡　

麻
江
（
鶴
寿
荘
内
）

は

て


